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「ちゃいるどはうす」の歩み
　皆さんは、鹿児島県の大隅半島をご存知でしょうか？
その中央東部に位置する肝付町は、人口約１万5000人
の海山に囲まれた自然豊かな町です。1999年に肝付町
委託事業として高山（こうやま）子育て支援センター
「ちゃいるどはうす」は開設されました。現在の高山こ
ども園隣にセンターはありましたが、４年前、社会福祉
協議会と当センターを設置する「肝付町福祉会館」が新
設され移転しました。過疎化、少子高齢化が進む中、少
しでも安心して子育てして頂けることを願いながら、次
のように21年間取り組んできました。
①地域子育て支援拠点事業（1999年～）
　＊町乳幼児健診参加（2001年～）
②乳児家庭全戸訪問事業（2009年～）
　＊ＮＰプログラム実施（2010年～）
　＊ＢＰプログラム実施（2012年～）
　＊町親子教室参加（2014年～）
③一時預かり事業（2016年～）
④利用者支援事業基本型（2018年～）
⑤養育支援訪問事業（2019年～）
　５つの事業（①～⑤）と＊印の取り組みが融合するこ
とで、妊娠期から子育て期の母子とその家庭の情報収集
や、顔の見える関係作りが行いやすくなり、子育て支援
機能は一段と高まってきていると実感しています。現在
スタッフは12名となり、町の福祉課・健康増進課や助
産院をはじめとする、関係機関との連携の積み上がりに
も支えられているところです。

子育て支援は自分を知ることから
　21年前「子育て支援」という途方もなく広く深いテ
ーマを目の前に、何をどのように構築していけばよいの
かわかりませんでした。
　上司からは「お母さんたちが集える場の提供を」とア
ドバイスがあり、当時の「子育て支援ニュースレター
（こどもの城発行）」や支援活動実践紹介本を参考に試
行錯誤を繰り返す日々でした。その中に「子育ての広場
は施設で決まるのではない、人で決まるのだ」と書かれ
た一文が目に留まり、支援者の姿勢・資質を問われたよ
うでハッとさせられたのを覚えています。
　様々な外部研修の機会を頂く中で、原田正文先生の
「大阪レポート1980年）・兵庫レポート2003年」を目
にすることがありました。育児における母親の孤立・負
担や不安・イライラ感などの増加について示されており、
20年の間に変化した母親の感情についての報告は大変
興味深いものでした。母子関係や子育てについて、どこ

かで理想を描いている自
分にも気づかされ、支援
に携わる上で一番の課題
は自分の考え方捉え方に
あると自覚させられまし
た。肝付町の母親たちは
どうだろう？　関心が深
まりました。

母親から学んだこと
　当時、子育て仲間を繋
ぐという力量もなくせめ
て子育て仲間のメッセー
ジ交換にでもなればと願
い「今思うこと」と題し
て、ママの一言文集作り

を企画しました。「生後５か月頃まで子どもはかわいい
けれど産まなきゃよかったと思う日が続いていた。家か
ら出ず、うつ状態だったと思う。毎日イライラもしてい
た。中略～友達が誘ってくれたのは「ちゃいるどはう
す」自分が変わったのはここのおかげ。ここに来なけれ
ば大げさかもしれないけれど虐待していたかも…ここに
は新米ママ・先輩ママがいっぱい。友達も増え育児方法
が１本から５本にも10本にもなって余裕が出てきた」
約１年半、当センターを利用くださったママの手記です。
今でも私にとって支援活動を考える貴重な土台になって
います。
　センター活動を俯瞰すると、季節の行事・イベント・
親子遊びや工作等が目立ちます。当センターも例外では
ありませんでした。専門の先生を講師に招いた講座（母
乳育児・離乳食・小児救急など）の提供や、先輩ママを
講師に迎え、ママの体と感覚で学んでもらう「おんぶ体
験」・「咀嚼力を育む離乳食体験」なども取り入れまし
た。「支援とは？　親子の最善の利益とは？」自問自答
は続きました。
　センターや健診会場・赤ちゃん訪問の際にも、子ども
の発達やしつけ・夫や家族・自分の感情や体調（イライ
ラから手をあげてしまう）についての困りごとなど、相
談が途絶えることはありません。「家に帰ると子どもは言
うこと聞かないし夫の協力もあまりなく…私だけが大変
で…他のママはどうしているのかな？」という声に、何
か足りないと投げかけられたようで考えさせられました。
　子育ては生活の中にあります。そこを紐解いていく必
要に気づかされ、日常の子育ての様子や思いを開示でき
互いに聞き合える場の提供として、個人情報の保護のも

高山子育て支援センター「ちゃいるどはうす」室長  　日高　由美

地域の取り組み　  鹿児島県肝付町

支援の意味を探しながら…  －NPがもたらしたもの－

（乳幼児健診会場に掲示）

－ 4 －



『こころの子育てインターねっと関西』通巻196号（2020年５月20日）

と、サロンタイムや座談会を積極的に取り組むようにし
ました。「他のママの体験談は参考になる」「共感して
もらえ嬉しかった」「みんな同じ悩みがあるとわかって、
そのことにほっとした」などの感想は、子育て中のママ
の訴えなのだと認識しました。

ＮＰ実施に向けて
　好評な座談会も、時間不足や内容と進め方・場の設定
に悩みました。高い次元のプログラムと思いつつも、以
前からＮＰ(Nobody’s Perfect)テキスト「親教育プログ
ラムのすすめ方」を興味深く読んでいた私は、いよいよ
必要な時が来たと心から思え、自分の資質向上のために
も学ぼうとＮＰファシリテーター養成講座に申し込みま
した。…その後、実施できるまで約１年半掛りました。
　ＮＰ実施は大変大掛かりなものです。週１回２時間を
８回継続参加して頂くので期間は２か月に渡ります。同
時に講座会場・託児室の確保が必要です。託児ではスタ
ッフ（保育士）と一緒に保育ママ（当センター育成）や
先輩ママ・社会福祉協議会と連携し地域ボランティアの
方々の協力を頂いています。参加者（約12名）の事前
面談も行います。
　上司と福祉課にＮＰ実施の件を相談した際、議論にな
ったのは参加者数をどう考えるか？　という点でした。
多くの親子に利用頂く機能のセンターとして、少人数だ
けに８回も保障された場の提供が妥当なのか？　なぜそ
こまでしてやる必要があるのか？　問われました。
　ポピュレーションアプローチは大切です。その上で顕
在化していないニーズへの対応やアウトリーチ対応など
の、層の厚さが支援には必要です。利用者数だけで支援
の意味を考えることには疑問を持っていた私は、多くの
ママから学んだことやなぜ必要なのかを説明させて頂き
ました。孤立・不安・負担感などを抱えている方への大
事なアプローチであり、具体的な虐待予防策の一つであ
ると。
　県内で実施しているところがないことも含め、直ぐに
は納得頂けず数か月に渡り保留となりました。理解が得
られないもどかしさと自分の力不足を痛感しました。…
ところがその間、福祉課では会場について検討くださっ
ており、虐待予防に向け赤ちゃん訪問事業にも取り組ん
でいたことから、一度実施してみて良いとの判断を頂い
たのです。翌年には、スタッフ１名を養成講座へ送り出
すこともできました。
　ＮＰ案内は公平性を保つ為ホームページや通信で告知
し、参加者のアウトリーチについては町内の母子の様子
を把握されている保健師さんにも協力頂きました。セン
ター利用者・乳幼児健診・赤ちゃん訪問における情報交
換と母子支援に向けた連携を、日頃から取り合っていま
す。毎月１回「子育て支援定例会」「親子教室」でも顔
を合わせる機会があり、連携が取り易い環境が積み上が
っていました。２年前、健康増進課母子保健型と当セン
ターの利用者支援事業基本型が連携し「町子育て世代包
括支援センター」が立ち上がりました。

一つの支援の形
　初めてのＮＰ実施は期待と緊張でいっぱいでした。参
加者の反応は予想以上のものでした。共感し合える子育
て仲間との情報交換は活発で、他のママが同じように悩
んでいることに安心され、「やっと分かり合える仲間と
話ができ心が楽になった。子どもや夫の立場で考えたり
自分の考え方を見直したり…ＮＰは大事なことを気づか
せてくれました」などの感想を異口同音に頂き、プログ
ラムの持つ力に大変驚かされました。話し合いたいテー
マを参加者みんなで決めて意見交換することで、自らが
気づく場に繋がるようです。表情が明るくなっていかれ
る姿を目にしたとき「実施できて良かった」と心から思
いました。
　ボランティアの方からは赤ちゃんやちびっ子に触れ合
えることが楽しみで元気がもらえる。託児スタッフから
は、回を重ねるごとに子どもの成長がみられ、母親と共
に喜び合える。参加者は自分だけの子育てから、周囲の
力をもらう子育て体験となる。子どもの発達が気になっ
たケースでは、親と一緒に考え合える関係ができ保健師
さんに繋ぐことができる。参加者は仲間となり、そこか
ら自主グループ活動が生まれる。随所にメリットが見ら
れ、子育て支援が一つの形になったと実感しました。
　保健師さんと一緒にＮＰを実施できたら、肝付町の母
子支援はより充実していくのではないかと思い声を掛け
続けました。ＮＰ実施回数が重なることで実績として認
めてもらえ、念願叶い６年前から共に取り組む動きとな
りました。当センターが主催し、会場・託児準備など整
えます。ファシリテーターを保健師さんとペアになり、
アウトリーチから協力頂きます。また、センターでは以
前より新米ママへの支援も摸索していたことから、ＢＰ
（赤ちゃんがきた！）にも取り組み出し、７年前からは
年にＮＰを２回、ＢＰを３回実施しています。ママ同士
どこかよそよそしかった乳幼児健診会場は、いつからか
声を掛け合うママの姿が増え、明るさと賑やかさを感じ
られるようにまでなりました。
　ＮＰプログラムの持つ力と、子育て支援にどう必要な
のかを理解頂くことは大変難しくもあり勇気も必要でし
たが、このステップを登れたから今に至ることが出来ま
した。みなさんとのご縁に改めて感謝しているところです。

大切にしてきたこと、していきたいこと
　子育て支援も関係機関との連携も、相手に歩み寄ろう
とする自分の姿勢が大切だと学びました。どんな考えや
思いをお持ちなのか素直に教えてもらうようにしていま
す。
　親ではあるけれど、子どもを知らないところから始ま
っている育児であることへの理解と歩み寄り。親の思
い・考え・力があることを尊重し、一緒に考えていく姿
勢。周囲と繋がることへのお手伝いなど、まだまだ微力
ではありますが今後も大切に積み上げていきたいと思い
ます。
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